
第46回「議員と語ろかい」報告書 
 地域テーマ型 ２班（№１） 

開催日 令和６年７月24日（金曜日）  19時00分 ～ 20時30分 

開催場所 溝辺総合支所 第１・２会議室 

団体名 個人参加（溝辺地区） 
参加 

人員 

15人 

（男 13人：女 ２人） 

出席議員 松下 太葵、植山 太介、今吉 直樹、野村 和人、塩井川 公子、宮田 竜二、池田 綱雄 

役割分担 班長（野村 和人）、 副班長（今吉 直樹）、 記録係（松下 太葵） 

テーマ及び 

具体的な内容 
空港周辺の将来ビジョン 
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（１班） 

⚫ 区画整理区域内の交通安全施設や横断歩道が必要な箇所がある。また、横断歩道が消えている

箇所があるため改善してほしい。 

⚫ 合併前の溝辺の財政状況と比べて、現在は溝辺に使われる予算が少ない。多くの予算を年度末に

執行残として残している。地域にしっかり予算を使ってほしい。 

⚫ 以前より、小さな店舗が減っている印象がある。空港に来た人たちが溝辺地区の店舗に立ち寄るよ

うになればいい。溝辺で夜を過ごすような取組がほしい。 

⚫ 合併前と合併後、溝辺にはどう恩恵があったのか。予算の分配、後回しにされている可能性があ

る。移動インフラに対して税金を使っているが、利用者が少ない。地元で生活が完結できるような体

制に支援をしていくことが必要。買い物する場所がない問題。空港周辺人口は 6,000 人。民間のス

ーパーなどへの支援が必要ではないか。投資的に、民間の資金に足りない分を行政が税金を投下

する必要性。 

⚫ 陵南地区は、若い人が増えており、自治会の未加入者が多い状況がある。自治会加入のメリットを

答えられない現状。ゴミ出しだけがメリット。 

⚫ 溝辺地区の自治会は現在、属人主義になっているため、自治会のあり方を見直す必要がある。こ

の議論は市がリードしてほしい。溝辺は、公民館中心になっているのを自治会中心に変えていく必

要があるのではないか。 

⚫ 空港ホテルの解体が進んでいる。新しいホテルに対して霧島市や鹿児島県から要望。霧島市の特

産品の活用。「囲い込みをしない」ことを要望してほしい。 

⚫ 504 号沿いの農地の農振除外を行わなければ都市開発は進まない。 

⚫ 霧島市はビジョンがない。なんのためにやるのか、計画性をもって進めるのがビジョン。一度壊れた

各地域、エリアビジョンが必要である。 



地域テーマ型 ２班（№２） 
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（２班） 

⚫ 鹿児島空港からの公共交通の利便性をあげてほしい。 

⚫ 県の鹿児島空港の将来ビジョンを知りたい。 

⚫ 西郷公園の位置が道路を横断しなければならない。陸橋など計画できないか。 

⚫ できたら西郷公園のトイレを 24 時間使用できるようにしてほしい。 

⚫ 空港内の人材不足が課題で稼働制限をしているのが現状である。 

⚫ 人材不足を障がい者雇用と組み合わせてみればどうか。 

⚫ 障がい者は、劣っているわけではないので、活躍できる機会の模索をしてほしい。 

⚫ 大きな災害もないから溝辺は住みやすい。 

⚫ 溝辺は買い物弱者が多いことが課題である。 

⚫ 高校などへの通学手段が少ないのが問題で住みにくい。 

⚫ 大企業誘致も大事だが、小規模店を増やし溝辺らしいまちづくりも大事である。 

⚫ 鹿児島空港の将来ビジョンが、溝辺・霧島市・県を含めての発想がなければ本当の鹿児島の玄関

口になり得ない。 

 

（３班） 

⚫ 空港周辺でさえも、スーパー等がなく買い物に困っている 

⚫ 国分隼人方面へのバスが無いので、高校等への進学の選択肢が少なく困っている。 

⚫ 西郷公園が活用されていない課題がある。スタバ等に出店してもらえれば地域住民や観光客も来るので

はないか。 

⚫ 西郷公園の回廊撤去は歓迎するが、不法駐車が増えるのではないか。 

⚫ 鹿児島空港は公共交通が無いので駐車場不足の課題がある。その解消策としても電車の延伸等や、モ

ノレール等はできないか。 

⚫ 人手不足で民間駐車場もコインパーキングになっている。送迎がなく、高齢者が使いづらい。 

 

 

（全体） 

◆ 空港からの公共交通機関の話が多かったが、鉄道も時間がかかる、自動運転でのバス交通などに

ついて規制等の情報があれば教えてほしい。 

◇ 大分県で公道での実証実験が特区としてされている。霧島市としても特区としてからでも要望をして

いく事が大事と思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 


